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日本のシャンプー市場には、消費者の多様な需要に対応するために、効果が異な

るものや割安な詰替を用意している。データを観察した結果、一般的な考えと違

い、同じ会社、同じブランドにおいて、1ml あたりの単価は、本体より詰替の方が

高いケースがいくつか存在する。また、企業は、詰替の中でも、ボリュームディス

カウントを行っているが、この経済環境においても、ボリュームが少ない方が割高

なケースも存在する。この論文では、この現象を「逆転」とし、特徴を明らかにす

ることと、このことを考慮して、消費者はシャンプーを購入しているのか、データ

を使用して検証を行う。 
シャンプーのデータ(日経 POS)は、2018 年 5 月から 2019 年 4 月の全国のスーパー

マーケットで購入されたものを利用した。このデータをベースに、属性など独自で

変数を作り、データセットを作成した。これらのデータを使用して、2 つのことを行

った。1 つは、シャンプー市場における逆転の特徴に関して、2 項選択モデルを使用

して分析を行った。もう 1 つは、逆転の特徴を考慮して、購入を行うのか、需要関

数の推定をして分析を行った。 
その結果、2 つの経済環境((a)詰替と本体の逆転、(b)詰替商品内の逆転)のそれぞ

れに応じて、逆転の特徴があり、違いがあることがわかった。 
特売の時は、詰替と本体の逆転((a)のケース)が起こりやすく、詰替商品内の逆転

((b)のケース)は、起こりにくい傾向を持つことがわかった。つまり、特売時には、

本体を購入する方が割安で、詰替は、ボリュームが多い方が割安なことが分かっ

た。会社(ユニリーバ、Ｐ＆Ｇ、ネイチャーラボ)の商品は、詰替と本体の逆転が起こ

ることが分かった。これらの会社の商品は、他社と比較して、本体の方が割安なケ

ースが存在する。(b)のケースでは、バンドル数が正で統計的に有意であった。バン

ドル数が多ければ、詰替商品内の逆転現象が起こりやすく、バンドル数が少ない方

が割安であることが分かった。 
次に逆転現象の特徴を考慮した購買行動なのか、本体のデータと詰替のデータを

分けて、需要関数の推定を行った。上記の分析から、金銭的には、特売の場合は、

本体を購入した方が望ましく、詰替は購入しない方が望ましい。需要関数の推定で

は、上記の行動をサポートする結果になった。この点に関しては、消費者は、経済

的に合理的である。詰替のデータから、バンドル数の有意性に着目した。結果とし

て、バンドル数を意識して、商品を購入していないことが分かる。この点も、経済

的に合理的である。しかし、消費者は、本体と詰替の逆転傾向を持つ会社(ユニリー

バ、P&G、ネイチャーラボ)の商品を購入する傾向があることもわかった。 
消費者は比較的、金銭的には合理的に購入している傾向を持っているが、会社の

好みがあり、逆転現象を意識して購入していないと考えられる。 
 


